
〇 〇 〇
特 特 知
定 定 事

平 調 調 表
成 達 達 彰
十 道 契 道 契 道 の 公
三 函 約 小 約 立 受
年 館 に 樽 に 衛 賞
八 土 係 土 係 生 者

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
宅 道 道 公 農 知 知 知
地 路 路 共 林 事 事 事
建 の の 測 水 権 権 権
物 供 区 量 産 限 限 限
取 用 域 の 大 に に に
引 の の 実 臣 係 係 係
業 開 変 施 権 る る る
法 始 更 の 限 保 保 保

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
特 土 道 土 土 土 土 結
定 地 営 地 地 地 地 核
調 改 土 改 改 改 改 予
達 良 地 良 良 良 良 防
契 事 改 区 区 区 区 法
約 業 良 連 が の の に
に の 事 合 管 定 役 よ
係 工 業 の 理 款 員 る

第

〇 〇 〇 〇 〇
特 特 一 一 一
定 定 般 般 般
非 非 競 競 競
営 営 争 争 争
利 利 入 入 入 告
活 活 札 札 札
動 動 （ （ （
法 法 物 物 物

号

毎
週
火
・
金
曜

月 木 る 木 る 学 表
七 現 落 現 落 院
日 業 札 業 札 告

所 者 所 者 示
告 等 告 等
示 の 示 の
公 公

火 示 示

曜

日

に 通 に 安 安 安
よ 知 係 林 林 林
る る の の の
聴 保 指 指 指
聞 安 定 定 定
の 林 の の の
実 の 解 解 予
施 指 除 除 定

定 の
の 予
解 定
除
の

る 事 変 役 す の の 医
落 の 更 員 る 変 就 療
札 完 計 の 土 更 任 担
者 了 画 就 地 の 及 当
等 の の 任 改 認 び 機
の 届 決 の 良 可 退 関
公 出 定 届 施 任 の
示 出 設 の 指

に 届 定
係 出
る
管
理

人 人 品 品 品 示 目
の 設 の の の
定 立 購 賃 賃
款 の 入 借 借
変 認 ） ） ）
更 証 の の の
の の 実 実 資
認 申 施 施 格
証 請 に
申 関
請 す

る 次
公

日
発
行

（
人
事
課

予
定

（
建（ （ （

建 道 道 設
築 路 路 部 （ （ （ （
指 整 整 総 治 治 治 治
導 備 備 務 山 山 山 山
課 課 課 課 課 課 課 課

規
程
の
認
可

（ （ （ （ （ （
土 土 土 土 土 土
地 地 地 地 地 地（ （

資 改 改 改 改 改 改 保
源 良 良 良 良 良 良 健
管 指 指 指 指 指 指 予
理 導 導 導 導 導 導 防
課 課 課 課 課 課 課 課

示

生 生 情 情 情
活 活 報 報 報
振 振 政 政 政
興 興 策 策 策 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

）

二 二 二
七 七 六

３

本庁格 道平平資本中
資

金及要小 が成成

企 行

各

業 う年年はび件

指８８

） ） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 二 二
六 六 五 五 四 四 四 四

２

業物ルの政政。

資次と

タず第 格 品令 務ーい令

等

第 系

装れ

置に

） ） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 二 二
三 三 三 三 三 三 二 二

１

の契業資

資平者等
る品

必種務

格成に

及
び年要類系

調度なは

達に資、

） ） ） ） ）
電話

ペ
二 二 一 一 一 ー
二 〇 九 八 七 ジ 印刷

規 北

〇地定 海

遊に平 道方

技よ成 告自

機り 示治

の、年 第法

認 道一８ 施

定 公般月

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
特 特
定 定
調 調
達 達
契 道 契
約 旭 約の等

支

競７７庁特 万協 名月月

設 以組 争日日に例 円同
法 札前お置 上合 入直に
あ にのいす で

す期引借 る昭 関納てる

る限き入 こ和

と

名でき品 。年 指ま続物

停道年係

律 をの２に

法

、も条 条 要 の

第

件当４ ４ 更構該 種の の
２ １ 機光す第 第 新類内

に 送こ項 項 器伝る
定 ー置。規 規 ル装との
に す タ、定
よ る 等

り 者 ）

な 賃ス競 で の

新格

すいはに更

をお格
め機

るて、定約

締定も

品がにる器

物道
等
種しるとー

の結めのル
）

うのる等

類よもすタ

行

る、賃

すしの

とと。

及 安競７ 号令

び 委争日

型 員昭入

式 会札 告和

の 告に

検 示年参

定政加

等令す

の第る

告者

示

以要
。必

号に

に 川 に
係 土 係
る 木 る
落 現 落
札 業 札
者 所 者
等 告 等
の 示 の
公 公
示 示
（ （
二 二
件 件

止税以る

さを上保

て納のサ）

れ滞そ守号

なて業ビ３

いし事ー第

こな営業に

いいをス条

といん務規

一 。こでが定

七

る中

。るきる

といです

ッ入 い 借イ争

とこ小

こ

。 格、へ と 資チ札 こ の

の
参
加

以

／を

下

れ

」ーさ

格ケ除

資光排

当貸

う変い

いルて

とブ

に
め約約

定契契

に該借

達

海に調

北約り
契よ

る
般る

事一す

知るを

道係

資
下な

争方

堀競地

」定
令を

政格

示

第
）
。

う。 いた
とめ

条

） ）

る

組
同

協
等

。業

。と企

い

一な

置で

）装者

。換

体

達に団
札共
入公

こ

式

１
第

５
の

す物

也加の
参

項

二の

九
二 二
八 七



１ 北

次 海

の平入 道

と成札調

資

告

に達

格

お 示 を

り年付を 第

一８すす

有
す

般月るる る

競７事賃 号

が争日項借

者

北 海

５６
格

格資資に有資

資約資

有のるは

格効 の格係格
の 有間 効有一１の の期

喪 効の 期効般

及間争に 期更

間期競

道 公 報

提

申資受申資請
申アイ

審審類出 請請

格格書提
の のの先 査査を先 付出

方 申申出所 時の のの提

請請す在 名 時

第

４

う半借結格

とアイ締資
査

は経中。数入で審

き

品るの

小 、済）を物き

びめにこ申

企 ２産及占

局協て係と請

業 の業
に長業いるをの

等

号

。

合和う

平年 以）

成法 下に
十律つ
三第 中い
年小て
八

規等

に札品

２入物

企は

る称

す下名

定以の
量

要」数

格札び

資入及

定失
当。

該う

にい

件と

る

当、札め

び間は入新
札約

電期格落契

該資の
定係

番の有決に

話間を

新るのる

号更す

手と日も

めでで

－続認まの

たとあ

旨する －

、こ

期は間法はる称地

成午にに北郵

平次と

、
前掲よ海便

る行総号

年９げり道番

月か申わ合

８時
７ら請な企

日午書け画－

か後のれ部

ら５提ば情

時出な報

期 同 掲が組る保証時

協

サす及 組 げ行合と守明

あ。ーるび 合 るうにき

第 格公っビ者方 法 資官

は業つ ３

要需てスに法
て 第

は格、務い 条

件適
用合立つは ４

適組設に

証際て２

しののい、 号
掲 い明に、の

に な
月業、 号

七等当 ）

日

企

組小 条
同中 ３

協該 第
１ 」業

第 合

火

第 い協
項 と等

曜

号 。組
７ う同

日

なを

し） 掲 及又
に ）合

とる海

とす北

こ施

い実

き堀

と
た事

っ知

な。道

のるた

資
、
は

通。め

っ期

あ効 線が有 内知、

日の

－た間

か更
わ

の行

１は

ら新

日先ら政北

にな

、い課道

ま土にな策海

及該幌

の日当。札

で曜

央

し日出中

にび提市

間
を指北

け日の区

な曜先

西

なくに条

ば除示３

れ
な）り６

ら。よ

る 有格三に

げ 。を資第

業 る有とげ

企 すを者掲

合 きる守資 組 とす保る

でー要

。者サ格
業、

るスは 下あビ件 以
も

し 組
がの用 業
の務適 企

小業 る 中協 げ びは

構業

合 団が 組 業合 業 企組 協
の次

体、

にず

織い 下
組の 以

達

るに 組
すか 業
関れ 協

５６７８

。
う
失也

を
格

交便便札

入入入郵郵落

説付付等及者

札札札交

証証明場方にびの

保保

報定

金金書所法よ電決

４
契
る
め。

定い

はのる

３
約海札入入開開

契北入

日場日

条道執札札札札

幌の所時所時

項札行場

。成目

い作丁
示市場

を
格

２
た
し

調入契納札成有

入平を
す 達札約入に
加北こ

を説期場参年る

合

る書す海と

す明間所

携。 と
員提い 」
成務な

１２３４５

項

い過を

の す と
律当 」
法該 合

番 系
務訳
業内

昭いる

札よ法

、交入に方

場入

除に海のる

免付北
では

るす札所札

す関道
中付め

事市交認

。る幌
北。。

区るい

央すな

項

す中所

条
３

海成にに

場央及北北平
同同

所区び海

北日道道
８。。

３時札庁年じじ

西市れ月

条幌赤

６中ん

目区庁

丁央が日

。

海条２

北３）

北舎金

び平平札者告

賃及る道
必第

物業成成幌に示

借

市 品務
等系年年内要

９にな の

月月別資号

途格に

仕

１ 様

かをめ定

及更日日定規

。る

設機ら限るす

び新
場仕成に業

置器平度

ルル構

名ーー内
送イ光

伝ス／

タタ光

イイ置チー

タタ装ッケ
置

称装
換

変
ル

ププブ

器
機
新
更

丁
６
西

式
一
）
等

タ
ー
ル

情
部

画
企
合

総
道
海
北

目

総６４前

道西階午

合丁号

報
情

部室

画議

企目会時

当務

課
策
政

所様
等書年該系

に３契

よ月約
期 る

で延機

まを新

。日間更

たす
。長器

等

、とタ

しこー

だるル

２１２

数

予が

１

位

式式式式式

単
量

価
単

の
り
た
当

月
１

一）

八

のりの

算有）

課
策
政

報

資

内。の

囲る借

範得賃

、
で



１
札 成調

平入アイウ

平 デフ 達 に成 ーァ 年を

十 タイ 付 ８す

三 す 月るサベア

年 る ７物ーーー

八 日品バスウ

北 海

北

次 海

の 道

と

イ

告

お

ここ詳

示

り

所のの細

第

一

在入入は

地札札、

般 及の入

競 号

郵電契行説争

び執札

道 公 報

者員る契

イア

税

落でのこ約名
称 の 業札あ一とに 分 事
者者る部。関

とかにす で

申税事北

あになを免る

る相っ

第

て

開に入る捨

要そ号ア

げ金をた

札 の掲札落額
額

時決 他る額加金

の札
に 札係し）

に定 入に算
当 及るたを

お

号

北項契

１格
９

当作

道規月書

海の１約

規よりの

務にた成

財定

事

定単否

則りの要

月 のサォ

七 項名ーー

日

量
数

び
及

称バル

火

１１１

曜 台台台

日

は、書札

便話約は明入

号号、公に

番番
調開よ以

達する下

－－手る。

続。入

の札 －停」

止と 北

等い

海

線 札有。 内 道がう

海

出業を道

か当たし事務

税るはる者担総

免す者

いす企

事金、こが当合

を札。るる画

業額落と

織情

で入決たと組部

者

後しはの報

あ札定だき

策

かに速、、名政

る書

札同及課

を記や落共称

い

わすに者企び

問載か

こ費額っ

てた び消金も

２て の税て

、っ

告の該札

には 公等当落
額格

定入 に取金価

規、

る書 めいにと

す札 定扱

格記 入円る

資に る１す

有さ に満で

を載 札未の

しれ 関の、

予を

和た）

昭め価
入

海格て

北価っ

年定も

道
則月

規１札
た効

第当有

知
道
海
北

。の入

号りな

得を

幌り）

堀
事

市

。施

中－る実

央

す

目
丁
６
西
条
３。

北る

区

費共体在

ずる消が業所

企費

見と税同消地

、こ
課体等

もの業税

積。等

事

１事場税

た税の免

っ

であ者

当者で業

月業合
書

のるて出

りあっ届

た

数札

なた す端入
契か、

あ参

者額 条がに

い金 る

とす し当 にる加

のに 件

は者 入金 反きる た該 違

そ、 、の た、は 札額 し
入 財札の消

、数税 の 規は端費 分 務

価に

以単札

無金等 ５ 則

）限

下

し 規限） 務制。 財のる
内を と囲者 」範た 則の

）っ者 。あ札 うで落 い

５
也

達

てと

道執
海札入入開開

北入
市場
幌の札札札札 札行

４

申申申査
約 審

アイウ契
っを 書行 請請項 請を

条

出

金税の提

約免そを

類

３

の業成す

額事構

者の る証条

は申

し付ア請 条 こ当明件こ

を調た一かを の の と該

の 札 証達者般らし ５ 入

額に に 第

明物で競ウな

効

相 とを係

各るすり課

す切る 条当

２
。

調納納札の平道当

入次

行調

達にい成が該

を参ず

指物

す加れ年う達 入入

最す 第

るすに北

低る
遠

エオカキ

第価
の。 条

隔

スイ

操

イン

作

ッタ

央及場日場日 中所

チー

３時
北日所時所時

区び
条
６海海成にに

西北北平
同同 丁道道
別８。。

目札庁年じじ

北市館月

幌

海中庁

時方提とす

のた示 のの

審
、

期法先は所

出き場

海話結

平申け郵北電査

書ば番道番果

成請れ便
ら合申

年類な号総号を

８の

請 企 月提な

け ２ は

７出い－画－者

入でれ の 、 し品あ争ま

関こ札にば 規 地 たにる

自 でしと参定な 定 方 者

な よ 治 あ、。加めら に

求格とい る 法 る要資る
件 行 と仕のこ。 条 施 こ

一

書査に 付 令 。様審ろ

載、 競 和 記り 般 昭 によ

競に 期場 物るも海名品

のに当告争関

品者該道
札、

仕日所必す示入し
に迅

様要る第

等なこ
にすな

平北資と号関速

道規るア

成海格。

入

合す名タ

札年総定指フ
停サ

明月企るをー

説９
画物 書

タト

グッーフ

ンネルソ

ー
ルア

続ェ

ブ接ウ

ハト

日

台台台本

１１１１

タ

総区

道央舎
条共

企３階）

合北４月
前

部西用午

画
情７

報丁会

政目議時

一 策室

九

に

課

部 日先。

通 情－ の
火指報知
す ）示北政

る
内 らよ道課。

かに海策

り札線 日作幌

成市

水し中－

）た央

２ 争

書３

で請北

ま申区

の

札 政 ハの 入 年

ウび あ 第 ド及 で 令 ー

る ェ

、 以

要掲 で 。

アに の 号

を資 札

等る 入 下

件げ
加 」

たを 参 令

満格 に 政

さビ

及日部品止ー

し有

び情の

政入て・

要金報購れス

資なン

仕策のいメ

求）
にをこナ

書格いテ

様課

るの

るす。ス

よ有とン

西

類条

。が

と制

こ体

。

し と

な
し目

出丁

提６

を

るか うう

いる よ い

てす
るか

とう す ）

こど と 。

い
て

れ
さ

備
整

を第



約名所

者員る契

イアイ

関

札あ一とに

落でのこ
る在 とかにす

者る部。

っ申税事

なを免

北 海

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入等算額で金

時決 る

を

おに 札にし）あ額

に

当 及係たをる

道 公 報

８９

も

郵郵落財を契要そ

格
書 規 等及っ

札約 務 便便
よ電入 の作

則 にびて 者

る報札の 第
決成

入に定の 札よ有 条

第

７
と札交交

保和る入

証入
保 を北ろ明

札 金年こ説

道よの

証 納海に書付付

付場方 の す規る交

金 付
る則。

号

６
入
入以

平札下 札
成に
十保消 参
三費 加

年

証

税 し

八

業を称地

たし事務

等 よ

、こが当

はる者担

者出

海便話

落といす北郵電

たと組道番番

札。るる
の合

定だき織総号号

決
後しは

速、、名企

や落共称画－－

か札同及部

－ に者企び情

札

てた びる金もか入

い

て税書

、っ こ消額っ免

２て の費

業記

には 公税当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

かと

資に るい１するこ

札未のを。

格記 入円る
、わ

有さ に満で問

を載

１ る効 方要 第

しれ 関の

札 の 札入 項 入法な否他

なる に

め限 定 認に 規 は

た め
し 定

。） り

い。 よ

法

付 こ第に

納

を 予
者 た

関所 の と
除。る

免 。号す

下項海海の

、以事北北

付道道場

納
法務幌合で

方財札総所

は則中画付

等規市企交

政と区情る

、」央部す

月」 う

七と 金と

日

相 、
） は

。 者
う る

い す

火

額 の
当 そ

曜

含 の
を 者

日

消が業所報

。 積
む 見

費共体在政北

企費課道

税同消地策海

体等幌線 の業税札内 等
課
税の免市

事場税中－

業合事央

届３

であ者北

者で業区

か、書西

るて出条

あっ

る数札、

なた す端入ず
参積

者額 条がに見

い金

し当 にる加も

のに 件あ

反きるた た該 違とすっ
は約 札額 しは者契 入金

入そ、金 、の た、

財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

の
者 格

札 価
落 定

無金等

内
囲

範
。 の
る 限
す 制

と

政

令い北報。

て
っ

あ
で

。条策

第う３

）西課
丁 の
第６ 条

目 ７
海第 北ら びか 及条
道

た
の っ

） も

ま 務
条 財

契
に
額５
金の

約分
び額
及る
税す

費当
消相

税の提丁

免そを６

地以

３
業成す

事構出目

非 請た款 定
申特代主定

分 第

利事記 営 のるに 表

効額に に
相の とを係

条当 す切る

。
各るすり課に

に 表 非

た款 定
特代主定

２

価
の

低
最

利事記 営る

記

の るに

請 た款
主定申

定
の 則
で 規

事

立１

昭め

北

特の 海

定認平 道

非証成申特代 告

定 営の 示請 利申年非 第

活請８営 の表

動が月利

税札
費入
消の
方上

入の
、札
は入
細の
詳こ

の所さ 動 っ活務載 者 あ
の氏所た 年人のれ 法 た

・

日称名地的

名在目 月

田寄こ地自

平な吉名部

ろ市の域然

成よ

活務載 者

年観西法にな

所た 人のれ 法の所さ 動

広

称名地的

名在目

の氏

」ル等げ

広高旭るグ業

の 会市をーをて

輪川こ

務載

あ

法 昭忠モプ行行

月

所た年

のれた

所さっ

したてす平

地的日

在目
竜こてめ、る成

雨
郡の、の北。

者 あ

雨法都人海年

促あ７活 号

法た法 たの 進っ日動 っ
年 の人

称名

成、名 月 平での氏

同日

市

律２平北横

法第
年条

道

第項成海

７の

英

、
明は
説行
札執

号規年

。
。る
るす

よ開
に公
書

はい個

６光肇３人おど

ち南、て性

月ま条
丁寄住で

日づ５名、的

及一力

り目市民魅

く
協

資

地名ひる

会番び人あ
、再

をがを

市り源

寄と

二和ッホいく

心地発

中

ム地と

は ６トー、こ

人
１にの域を

、 条ー
痴営要的

地 丁、運で目
護す の ６呆や介と

域 目
で １高宅者る 中 番性在

に者の支 共 号齢でを。

支よ い
そ護る 老や介え

づの月

竜人市材道６

の

町はと

２、農く地

般・と振

区一村り域日

の活

屋域そ、

家地、興

き流ッ化

空交ネ性

のの
ーか

屋ロワは

部プトを

夫

空ラキる

やグ

）定６
協

第に月

よ
す北

１告
第公
条り日会

事

定知

規。道

のる海

項
、
り堀

よ
に

二
〇

こ

る食、

すのし

と域見 う や

北観地

川景の

上・

の関護 呆
族に介 痴
家援

事を

める輪 支
たすの を

をグと

きムンこ

、
えに

的

を進と目

家推をを

農

達

の
次

用るしと

活すお

設
り也

お
と



６
申特代

平 請定

成

の表 非

十 営

三 者 あ利

年 っ活

八 動

北 海

５
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報 第

４
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

号

の月 法 た

七 年人

日

日称名
名 月の氏

火

る成ラ木

行豊あ平ボ保

いか

曜 ン本 、な
よ土ふ年テ茂

日

とさ月ア

っ地る７ィ雄

年人のれ 法 たの所さ

て

地的

名在目 月の氏所た

平グ宮旭業楽組

日称名
川こな地む

ウ市のら域た

成ラ

環の

年ン幹西法びのめ

は行境体

６ド雄神人に

互なてりえ共る

月ワ楽

視でと

い地、、る生こ

のしぎ点きを

に域志に

喜的

び協をわをる目

学

法 たの所さ
支創共い養

目 月の氏所た 年人のれ

潮木小

日称名地的

名在

たる成騒下樽こ

新す平
の市の な。

６お修橋人

ま年街長法

域ある信
づ月た２は

ち

なを

訪地うど

をるよな

道源制じ

る資体通

れ域

神観」日の

西景と２杜

域産り

地財作

楽をを家

こ

拓てる

開しげ

のと上
達目

史供を

歴子と

の、

政改制
で誇と

中に的

の

ー１、
パとく

日ク線地が善づ

域 西

民ト域に

神号住ー地り

楽

・ナ活対

域シ化助 地地ー性し 番
内ッの言 の
のプた・

各・

種もの助

各にめ援

生いびと

動づ種実

活と

認意す活、とす

えをに

史力。

め図るの歴活る

う、々と的溢

合し人街
のて自た

豊多としなれ
の域

な多交の然地

か種
間なと成集社

人様流形
ッ因的の

関問ネ要積会
産成

ののトを所形

係題

る丁、
為解ワ総

く
動番を

活９代

り日目世

に地

進た

推号え

の５超

こと

る携

す連

与の

寄域

外まく、

内やづて
と参

進人

人こを流

のごり交

にもるの

ちをめ口

たろ
に、

そた共加

、っと増

のな積域

らて、地

れも

れす

性を的活

個し極の

た来
れ未。

まるる

育
るに 表

請 た款

代主定申

、業活

団き事践

事記

の

９

企神取を

・西に動

体

とに

利
営 の
非 請定

申特

、にク的調寄

に決ー合
よ捉しす

新向にに和与

８

、

たけ

非 請た款 定
申特代主定

を加

利事記 営 のるに 表

７

、

とり

的よ

目に

非 請た款 定
申特代主定

な性

利事記 営 のるに 表

魅で報な

で供情化

的提
力き発ど

者あ 事記

るに

た款

主定

年

のれた の所さっ 務載

名地的日

在目月

氏所た
川このこ成

朝旭人る平

倉
市の介と

動 っ活
あ

博末法護を年

鷹
日称

名 月の
年人

法 た

域る成の

しと女地す平
巣

て生年

、き齢社。

活務載 者 あ

住がを会年

人のれ 法 たの所さ 動 っ

的

名在目 月の氏所た 年

寄平ラ大旭障

日称名地
市のを

与成イ森川こ害

フ す

載 者 あ

る年・六神法持

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

ニ片札る

日称名地的

名

と

寄成ュ桐幌ここ

に平
ー英市の 与

さ

務載

す年ト理東法を

動

地的

在目

所た

のれ

所
市りの、

幌ゆこし

札白

行広人を目７

白調法ユ

６は通的月

条主じと
。

丁し齢る

６と高す日

な

番齢祉

６高福

目て者
者

二 号をら

一

づ７

し域
と地

象に
対び

参活わく月

民い問

加動ずり
祉

助び害福

と及障と日

支っ増

合立持の

け自を
寄

精に人に

の援た進

い
る健す

のすが与

神関々

サ郎楽人っ
と事やる

も

、い

と月ポ岡はて

こ７
ー８ を

か４宅人

目日ト条在る

ぐ目援の

とた丁で等

的

ま番が助

るる２助手

す

要
な必

号要を

２必け

。

る７リ子区人め

齢と
高

ケ古、し

こ月・伏はざ

と
目条域食

を日ア８地、
のの

と丁民活

的２住生

。番康点

る２健視

す目
な域

適地

号快ら

４とか

障ー

区薬はバ

石剤人ニ

４水者ル

水菊害サ

菊局
高イ

２内びザ

条店及デ

番の推

１者の

目齢ン

丁

て社

介地

号宅と

３在進

老す
性献

呆貢
痴に
の会

暮を

、をにと

に業かこ

参、せ的

会いら目

社行 そ人
やる
者す

加男ると

祉
生福

、
族対
家に

の々

域

すに
持実

維充
をの

活

展
に発

心の
中祉

を福
護

活



第
示

告
道

海
北

号

北 海

非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報

務載
事記

るに
た款

主定

第

に表 非 請 款定

定申特代
動 っ活 載者 あ利 記営 の

号

特代主

平た 定
成る 表 非
十

事 営

三者 利

年活務
八

の社的

動援情生寿目

動

す

並関提向会と

、に報
る等を実る

びす供上の

の所さ

高サを図現。

に

の氏所た 年人のれ 法 た

き

日称名地的

名在目 月

こ、人る

平ロ佐余ての

木郡の相がよ

成ー々市

タ

幸社

年ス信余法互、う

は助福会

７会教市人扶

在目
所た

のれ
所さ

月町

の図

札清ど北道を

地的
活観道むる

幌こ掃の海

と

北法動光観らこ

市の

産のこを

区人な物光お

年人 れ法 たの さ

太はど

的日称名
名 目月の氏 た

界成光原

指等世平観藤
振

こしを

の、獲の

７ネ幸

法社得実年興清

はのるに月ッ

人会す現

の所

月の 法

七

所 人

日

称名地

名在

の氏

火

の藤幌

女近札

曜

ペ恵中

ス市

日

齢ー行りと

ス区

ー子央

のスう明全

者ビな、健

立福とく地

自やこるな

連によ齢社

と祉に高域

をる、にの

帯係り者会

進査活さ展

促調生や発

、究文い寄

し研・しに

黒、ので教
居及化活与

国神適の

日川我精快育

のに且推

町
目子づ安や

丁少基つ進

番齢、し少

３高き心青
健

社児暮の

地化幼て年

老て育

のらし全

会から

の品振し目

来人い成

到

道クの興、的

平、

とちす

条内リ製をまと

域ン企おづる

７全ー造
てり

目のア画しく。

丁
番観プ販、の

１各ッ、

推 ２光活売
及援紀、

号地動支世進

、動新び

自び活の及

や

ト

公授な時福

然

、全こ寄

域にすー

女領と与日ワ

抱おりこ

がによるク

性

別目

るる差を

えけ、と

ゆの偏と

ら性と的

あ女
び。

問全及る

る完見す

条

お１

・北
の加暴

題参

西

ん

目
丁

ある

宅び・力す

２
ル
ビ

長を

護談健る事

介相保
退
就の就同同同

支・衛

成任別任

平
月退成

８就平同同同

年

がる

対で事図

にまくを
次

してで活

応全
北

土の 海

と

医調小

道

お 療地 剤樽

告

り
改 薬店

示

役 機良 局

第

員
法 ツ
関ル

の

施をのの

園産ど代祉

ハ

ない海進

ど設行北増

な

次

、

の

北

結の 海

核と平 道

予お成 告

防り 示

法指年 第

定８

昭し月

い

をのな

決真の

解と力

代主定

１２３４５

目平

非 請た款 成定

平申特

るに 表

載 者 あ ８利事記 年営 の

月活務

款第

特の
営２

非更第

定変条

動に規

活員の

利役項

７任

日年
月
日

事
の 事

事
理監理同同同

・別

昭

氏伊安伊

就 の号

ラ任
和 ド
名

任
律退

法 称グび
年 ッ及

開株の
第

式届

ツあ 第

設社が ）

会出 号

ルっ

者ハた 条

和た７ 号

。日

第
律
法
年

支ると第

祉すこ）
号

援とを

動 っ

動も的第

活と目条

人のれ 日法 たの所さ ７

的

名在目 月の氏所た 年

障

平南畠札保

日称名地

在市のの

成区山幌こ

福實区人立

年宅南法確

法るよ

進すに

促関定

７

変り
のす

成）告

平更公

第申
律の

法証。

年認る

久俊

藤友林橋

号が
７請

同同

海
北
名雄榮信一

久
麻

当

事郡

知川

道住上同

。 第

町

堀

項 所小

北穂に

稲定

市規

樽号の

知目、

道丁り

海２よ 在

１

地

堀土

地番麻

事９当

安るの

及、す項

、にと
てに

主し定

民心。規

び
宅る、

居いり

な老よ

的

担

サのを

護祉療

介福医

月祉真はを
ビづ当

ー街

支駒、め
諸

シ柏齢す

日援内高ざ
の制

ス丘者

テ

深

海目厳を

北ム丁尊度
る学

知番守く

道３を

事

）あ

の高

堀祉、

号福び

た
第っ

の条
項同

３、
第で
条の

規第

二定５

二

宇中

、い
りお
よに

に項

２２別１

星央園央

北中 平改

也所区

区区２区

達 区

定成良

指
達

か 年

ら 月 也

、 日

機

業をる

事りせ

スくさ 理齢
進すを

推ざ関

をめ

也介宅
、在

達での
念者

おす
と用

の準
次て

護福 定法
りる



よ 北

土り就 海

、平 道

大成

任 地
告年 改

平 雪 示良

月成 土年 第法

十 地８日

三 改月 昭

年 良７ 号和

八 区日理

北 海

管 北

土理認浜 海

す平可益 道

る成し川

地
告

た第

改
浜 示良
益年管２ 第

川８理頭

法
第月規首 昭
２７程工 号

頭日のの

和

道 公 報

布 北

土土 海

地平

同同

道

改成

地
告改
良 示良
区年 第

の８

法

同同

定月 昭
款７ 号

の日

和

第

同

任
同退同同同同同同

同同同同同同同

号

成
平同同同

任
就同同同

月 年連事

七 法合・

日

、の

第ら事

律か監

次別

）
の 号

火

お氏 第
と

曜 り
に
役 条

日

の お
員

に、

法工要持

年首概維

る作

第係操

律
管そ

程管 第
規他 ）

理の 号
を理

しい ２
可つ の

認に 条

同可
第認

律を
法更

年変

監

し
第

事。 ）
た 号

田上２
第

稲川条 平

事
同理同同同同同同

池

田井橋沢岡

稲安伊冨福

田友藤

平長池松

事事

理同同監

準
任名 て
就 い

岡縄沢尾

が海 る
出北住 す
届 用
の

た事 第
っ知 法
あ道 同

。
第

堀 条

の

要 項
。必 １

たて 第

項

道を に

海項 定

北事 規

な
い 浜

て 、

事め り

知定 よ

和敏の
項

地

。 土

る 益

堀

道 り

海 よ

北 に

夫明定
規

成

事 平

知 、

同同

堀

俊和盛
央郷月

中緑７
年

雄義吉一義男

和久一一

同同同同同同同同

夫榮

明香

中中北中宇中開伊

盛芳和精
央央星央園央

郡
川
上同同同

男一義二

央明郷

伊中開緑

町
麻
当

に所
也 定

規

達 の

香

北

次 海

の平

同穂

道

と成

別

告 町

お 示 土

り年 第

一８

地
改

般月

穂同伊

が

也 区
良

達 改

良

滝別地
土

達

洞同同同大

良
改

爺

４３達

良

比

也 、

区区日

北

土事事伊 海

地業平 道

改の成業 告

良工 示主達 法事年 第

の８体

昭完月

区３

４２２５別１１牛

姉鶴

区区

区区区区３区

関成区富

の平
そ地白

係
は月
類８
書年名滝東居

区
３区区区

牛５１１
北

次 海

の

平

道

地

成

告

区 示

に 第

つ
い

競７ 号

よ 長に

上和札
入
争日

区
同を

者
札

２１落
り 和泉

和稲上

村村町区

定
決

同
和 泉 沢沢長

美美川成昭

１２東香園２里１

西西
同同同同同同同同

和了７名市 号

の日

区館

律が
法出地上

年届
っ

第あ
た名山

事災 第
）。 号

害

、７事畑改た中

業 条復

帯）池間

平日地良め山

総等地

成

合 業

８整備総

年合整域

月備

８用整

か急水

日緊排備

備設業

ら整施農

の 日型整用

て 号

事

事良
改
地
土

営
道

監、

北

。
た
し

林地
土

熊の
業

道
海

二 知

三

堀

同同事 同同同同同同同同

２
の旧

の施 種 項用

１業

第の農

知

に道

定海類）

規北設
了 、成

り事完平

よ
次堀年

、］排

間］備用

の

種 の、農

般道、

一農水

に海ょ

覧北き）

縦暗道

る事類層

す知土

供道、

業
事
良

改

縦北北北

堀

。
定

市を

川画

旭計
更

変

清
丁

３。

町た

山め

永

也
達

月 と
お日 道

海海海

改
地也

土
り達

走高路

達網日釧

覧道道

目

所庁庁庁

也支支支

場

３
の
地

番



村立次

アイウ

木 主主森間の

におの

の 伐伐林伐と次

、し備係り図 伐 はと整

す及 の

択て計ると」 採

伐伐画森

北 海

定１２３

安所立

る平保場指指

す

林定

予成

定木 定

の伐 あ８定施の で年予

目の

。７林採 業 る月森

日の

道 公 報

北

森

６７

海
道林 一平契

告法 般成約名所

示 に在 競

第昭 争年関称地

和 入北す

札海る

号

告務海海

年 の道事北北

公

第

３４５
競一 平落落

争般 成札氏住札

の競 者金

相争 年の名所額

手入 ７氏
及川釧を

月名円方札

日び崎路決

号

札業札

落漁落

１２

平に取を

成係締決

十る船定
三特ほし
年定くた
八

に採で林るび 限

役と日

よを定は度。

。るる次の

るすめ、次

おり

と準とお

こ標のと

き齢とは

で期り」

が伐

。略

立上る省

る以す、

件法

所方 要

はもし

木の

図の

寄の害

名次干

在的

部

生す

弥示備

字に防

市

分

律 告示を道道

法

１に の

当産幌

第 第担水札

す林市

第

組部央） 号る務中号

織資区

の源北
西２

称理条の

名管３条

市定

所丁２

び６第

及課

手

株町た

所船浜し

住造
表
代

号

社６

会番続

式３

役
締

取

月務上

七の架

日

数
び事

及工

称理

名修

火

式

量一

曜

日

図

該すの

当とそ

、の、
関

所び

の及

木。面

立る

北

町を

市類

る書

す係

在

） 智。 字る ・限

に海

村

海文 北恵

道
事１

知の

地の

在目項

筆
２
上

堀以

う
よ

の
次

、
り

よ
に

定
規

る上

係道

司
隆

崎
川

保
に

法１

町支

市川

北

農律 海

林第平 道

成解場 水 告

除所 産 示

大年予 号 第

臣８定 ）
第 か月保

え

１２３

て

也い
つ

達に

解在保た解置

除場安目い

との縦

除 に所林的次て

保て」に の るし図覧

係

定

指
を

林
安

北

森を

３

海

解平

え

道林 解置

除成 告法 い

す 示 除次て

る年 第

。８

昭 の縦

和 図覧

月 の

場保た

森を
定１２

」に

除成除所安目

林解平解
予林的

法
す

和予８保し

昭る年定と

定月安て

道
海
北

庁

告 経

示 済

第 部
林
務

７安 ら 号

の所 規 次の の 、日林 条
保夕 る によ うに よ在 定

のが 林市 知 安張 通

指は供

た 定有 っ 指国 あ

のさ省る

林定、す 理

安

排そ
、
し）

所れ由略。

路図

東の害水の

河次風

地を

鹿に防用面

郡図の
部す海

町すと北

追示備

瓜

７ 号

省る

法 、す日 理年 は供
し）

第 由略。

律

、
住図第

営の） 公そ号

宅面
と海２

地北の

用を条

法あ日の定

年で７林指

第。在れ

律る所さ

郡の 第

磯害 ）上風 号

知防

字 ２

町 の

内備 条
号

備
に

所
役
市
寄

名
び
及
課

除次

解。 。 を林

い
置
え

す

定北示

予に

る図

すの
事に

る知分

あ道部

で海

る道

林。

森堀る

、限

旨

限め勝

西にた十

幕分
。庁

線る支
済

の）経

北

林

海・部

道

課

知の務

事

及

渡２

す道第

上鹿

堀以び

定

庁規

め支の

た島項

る

次

務、

林り

部よ

済に

経

２

元 第

知う

びよ

及の

課

項

町

規

の の
定

、

道図 り

海の よ

北次 に

堀部 よ

す の

事示 次

知に

。
る

す
供
に
覧

縦
て

分 う

）

二
四

法）
也

和
昭達

つ場

達に役

筆町

２追

年

安

町保

内に

て備

也いに

保

に に

備指

にの

場林

役

指

也） の

。 林

達る 安

限



５

い解場保た解

置

平 て除所安目

成 除 縦予林的

十 覧定と

三 の に保し

年 供安て

八 す林指

北 海

４

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

は

供安て」 の に保し図

す林指

道 公 報

３

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

は

供安て」 の に保し図

す林指

第

２

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

は

供安て」 の に保し図

す林指

号

保た解

安目

」 の し図

との
除 林的次

理

指は

て

月 るの定

七 。所さ

日

内砂路

岩土道

）在れ由

火

岩崩地

郡の用

曜

町のす

内壊と

日 防る

さ省

るの定、 理

国備た

そ
、

し

）在れ由略

。所

の用図

越砂路の

山土道
北

雲出とを

八流地面

郡

防る海

町のす

省

るの定、 理

国備た道

、
し

）在れ由略

。所さ

用図

越砂路の

山土道そ

雲出とを

八流地面

郡の
防る海

町のす北

省

るの定、 理

国備た道

、
し

）在れ由略

。所さ

事図

笠源ムの

三水ダそ

か業面

市の

と海

有養地北

国ん用を

略

さ省

定、 理

。す道

林

源ムの

水ダそ
、

し

れ由
北

ん用を

か業面

の事図

。
林

有め

す道
と海

養地

限
に
分
部
す
示
に
図
の

次 次務

。林

林産

有め水

る

す及

示課

に山

図治

の部

る役

限町

に雲

分八

部び

部

次務

。林

林産

有め水
び

す及

示課

に山

図治

の

水

る役

限町

に雲

分八

部

に務

図め林

のた産

次る

に及

分課

部山

す治

示部

水

役

）市

。笠

る三

限び

課
山
治

部
務

め林
た産

る

更の

）
。

役
市
張
夕
び
及

北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

面間８

昭
和

は、月

号１２３
え
備

）に

。場

業業

館第平作作作

函）
成業 開

種期地 発条
月

設お８

建に年類間域

え
備

）に

。場

い

海
北

道 い

告 場保た解て

示 所安目縦

第 除 林的次覧

とのに

７
え
備
に
所

し図供

場保た解い解

置

所安目て除

との覧定

除 林的次縦予

６
え
備
に
所

し図に保

い解

置
て除

図に保

の覧定

次縦予

、一７ 号

道縦

律海の

法北般日

年

建覧

第

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。

公平熊

部

及 １

課 第

備 条

町

か準日共成石

長て７

ら用測

次る６

、す量年

の同３月

と法級
準か

お第基日

り

量月

共第測８

公条点ら

測１
量項）

の号

定、。 理

指はる

て」す

道そ
、
し

れ由略

さ省）

崩地面

の用図

砂路の

土

」供安 の

のす北

壊とを

定、るの 理

指はす林

て

し

れ由略）在

さ省。所
郡

砂路の宇

土道そ古

、
とを村

崩地面泊

の用図

のす北

壊

所

、るの

はす林

」供安
内

そ岩

、
し

略）在

省。

項

北町

を内

面岩

図郡

の

よ

札 に

道 定

海 規

北 の

び
現道 道

木海 、

土北 り

幌

二 業知 路

五

え を

備堀 域

に 区

所事 の

に
施定で

実規ま

をの日

知海 、通北 旨る
るよ

す
っ事 法あ知 量が道 測

た道

防る海

和。堀 昭た

課
山

治
部

務
林

産
め水

備 道有

防る海国

村
泊
び

及

の

林次

産。

め水林

備た

部

課す

山示

治に

部図

務

海

内限

岩に

び分

及

務次

林。

産林

水有

道国

及す

課示

山に

治図

部の

い の

置 次

内に

岩分

び部

変示
告也 り

、 お

て達 と

也 第
律達 法

年 役。

町る

置
え
備

に
場

役

。

役る

町限

え
備

に
場）

え
備

に）

場



１

聴住

成聴平聴札被

平ア

成幌 聞聞市聞 年
月８央の

８の年の中者

所北所所

７月区住 期場

日日

北 海

り示 北

宅行す 海

うる

路道

道

こ。

地 道

告

と
建
示

と 線物 札

第

し
取 幌

引 夕

た 業 張

の 号

で
法 名線

道 公 報

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

和面間８

は、月

年、一７ 号

法北般日

第

夕で張張

区夕らま夕夕
未

富市丁丁

市張市市

張
３番番

３岡８８

岡富未

１番８８

番

号

路路

道路道

１２３

平の線の

成種区
十類名域
三
年
八道夕

幌

午西号札

条商

日３、
丁は市

前７又
石及区

か称平

時目名豊

庁名２

支氏平

狩び豊

ら

階２

４条

張張条
和 供夕夕同

昭、
項
法 栗栗２ 用年 郡郡第

字お 開第 町町に
律 山山
字
大継い
準 ） 始井立て 号

別

用 第

番す の

建覧

第道縦

律海の

番７

設に
路る 第道す ）部供 号
整。

のび 項及 ２課 第備 条 後

北 規

かま

地号先先

号１地地
前

変後
間か先らで

先地

敷
前別

更の前後

地
月道張

七岩

日

線
沢

見

火

曜

日

北１

室番

議２

会目

中丁

堀ラ
ト 事ー 知ハ 道

海号

先同 第 ６地る 条

豊
ド
ン

かで第 項 先ま法 １ 区地

の
に
の 定
条 規 間ら

３ づ 用成第 基 供平

項 く 開

の 聴 始

規 聞 の

定 を 期

海 定道
、土北 り で幌 よ ま札 に

道業知 の現道 次木海

所事 路に の備堀

い を置 用え 供

の

でら

かまかまかまか 幅
延

員らでらでら

達平 国重
長

訓岩苫鷹中帯

北

室

也号

海市
善）前栖広

区子見札 道

町町村市

村 行町府沢内

と
よ の
に 次 日

賞名町市

市滝札網札苫江

お公
り

幌幌

中豊 ）川走差 市市 区小

区市区市町

村央平

町牧

告也 す、 始て達 開

名市

平道

北し海

定北

。示 る

会

道。成社

海た
表

道

則月賞

規８献

彰年貢

２
の間
と区
等複

商代

聴平聴札被
アイウ

市聞号 聞聞 成幌聴住

表

央のは者 の年の中者又

は者 又
表 号

商代
イウ

８

口籠

名
氏泉倉小土山堀

貞常仁和

は
又山本泉田

同

名義宏雄一昇枝

体
団

溝高加

害
功障同同同同

田口橋谷

名賀

氏水鈴横

弘

は
又林木

一博一夫一

体
団順嘉顕

７

功生同同同同同

名廣

成
平日

公

第
則

規
道

海
北
年

称名

月区住名氏 期場

号

所北所所 日

西号札総代

条商

日３、
市都取

前７又幌合表

午

丁は
称央管役

時目名中市締

び大株上

ら石及区理

か

庁名西会

支氏通式田

狩

企取
楽表
有代

称名
名氏

績

社田
会山

式
株役
業締

活

容者
生
内更

立 の自
者 に
）

容労
功 内

生
の
衛

績

く
づ

基

表

事

の知

彰道

表海

事北

知

社浩

を
者堀

賞
受

４

地

議番

会３

中目

階丁史 晃

５

室

二
六

決
り也

お
と達

の
次



６７

般成約名所

一平契

平 に在 競

成 争年関称地

十 入北す

三 札海る

年 の道事北北

八 告立務海海

北 海

３４５

札月約般

平落落１契一

者金当の競

成札氏住

手入

年の名所額た相争

単を

月名の方札

７氏り

日び立京価決

５及日東

道 公 報

１２ 北

次 海

の平落落 道

と成札落数札 立

に札量を お 衛

り年係に決 生

一８る係定 学

し 般月特る 院

競７定特機た 告

争日役定種日 示

第

登萌樽市
幌

歌森留小札

町町市市区
西

号

市町

路館別越

釧函紋蘭

市市

月 示衛を道道

七 生担立札

日

学中

院す生市

学当衛幌

第織総区

示組院央

告る

火

号名課２

２の務南

曜

及西

称条

日 び

所ャ港し

住キ都定

住丁

た ピ区

手 タ西

続 ル新
社目

会丁
式２円 株橋

番

入務役

号

第

札の務１ ３

の名の月 号

びり

札及称た

落称名当
育価

決量教単

を数の

者

島

療

。医

たび

し及）

定

松寺亀岩

道
尾澤谷川村

立
重

忠惠正八恒
衛 義子信子三
生

同同同同同学

院

一源

橋立上宮

松房村野
同同

代雄郎作

美二

多義

用所目

自 者者
害害

障障

貸

衛賃

立の

道器

海機

北
上

井
長
院
学借

生

告

示

者
護 生
援 更生

立更
立 自

１２

者

札凍ロ札

落落

係防ターを

に結ーロ者

物剤除リ定

る止リタ決

北

次 海

の平 道

と成 函 名所

お 館 在

り年 土

一８

称地

木

般月 現

４５６７

男
一

契一一平契 落

約般般成約 氏住札

に の競競 金

相争争年関 名所額

手入入北す

次

１２３

円方札札海る

札成札

の平落ロ落平落
者

と成札ー
にタを お

定７氏

り年係リ決年の

月物雪し月名

一８る除

般 現
木
土
樽
小
道
海
北

等布車雪た

品散雪除し

の車車日
１ 名

台 称湿

交 ・ 及式と

び

換 数

） 量級

競７

駆
輪
４）

、級

業

争日

北北

所

入

海海

告

札

道道

示 小小道

に 第 樽樽

函よ ２

り

土市

号 木奥館 現沢落

土

所丁者

業１札

木

決

企目を

画現

務

道札をの道事
総番定

市定告樽を

栄幌決公小

平た木当

械豊し土担

機
平続業る

式区手現す

株

示の

２告織

社岡所組

会
目号及

丁１称

３第名

条

及 競７品車た

争日等日日び
住 入の

所 札名

よ及・ に称

りび

落数

定台 決２ を） 者級 札量

示
告
所
業

道

第

小

号
３

樽
土
木
現

土１１ 館
函
道） 海動 北

業
現

木台台

二 所

七

山
長

業

部号た

務１し

所

務
総。

告

課

示

び

地所

番住

小タ 。道ー た海ロ し北
業２ 現車 木雪 土除 樽リ

） 井換
交 長と 所台

業
所
告
示

雄
俊

元

之
孝

本



２３

意成意氏住氏住

随平随
契 除契
７の

雪約年約名所名所

株室函亀

レ相月相

グの

手 ー手
ダ方日方式蘭館田

北 海

１

成意ロ除除

平随
契ーロ雪除雪

ラドレ

年約タート雪グ

係除リッーー

８にリタ
雪１

７る雪除クザダ

月
日物車

道 公 報

北

次

６７

海

の 道

と

一平契

函

お

般成約名所

館 に在 競

り 土

随

争年関称地

木

意

入北す

現

契

札海る

業

約

の道事北北

所 公函務海海

第

４５
約般

落契一

住氏住札

の競 金

相争 所名所額

手入
方札

幌式蘭決

札株室円円を

号

３
成札氏

平落

平者
成年の名
十７氏
三月名

年及株
八

１をの会市日郡

日び式

岸自野

台決氏社海野大

し及林町動町

と定名栗

株荻

換たび商１車字

交

所目式野

）日住会丁
会

の

地地

番社番

台 品車

と １級 等

台交級 、 の
名と換
シ 称交） × ・、

換ャ 、 及

） びッ ・ 数タ
ブ ）

・ー 級 量

の

ド ） 海ー 付 北レ

告

相

告館を道道

示

手

土担函函

第

方

木当館館

３

を

現す土市

号

定

所組現原決

業る木美

た

示の所丁し

告織業４
番

１称画６。

第名企目

号及総
び務

社海し

市会市定

所部号

続

区林町手

稲栗岸た

手
３目

穂会丁

稲商１

条
目

丁地

６番

番
月住会

七所社

日

機
雪

除
本

日

火

作
製

曜所

日

１１ １ 木
土

館） 函付 道 総

本
山

長
所
業台台 台 現

４５６７

地

課
地務

在

契随随地契 随

約意意方約 住意

の契契自に 契

相約約治関 所約

手に法す に

２３

之
孝

係円方よ施る

１

成意氏

随除ッ随平随

ラ

契

雪 意ク意

ト 契３契
の７の

ラ 約台約年約名

ク 係交相月相

ッ にと

北

次 海

の平 道

と成 旭 名所

お 川 在

り年 土

随８

称地

木

意月 現

５６７

約意意方約

契随随地契

の契契自に

相約約治関

手に法す

方よ施る

４
係
に

名所約
契

氏住意
随

決た令務

札るをっ行事

市約定理を

幌契
額た和当

白金し由昭担
す

石
区手

２令織

央政組

中続年る
名

条第の

１

手５手北
目）及

丁号称

る換

物）方日方海

品をの道

の定名菱 、 等決氏三 級
称たびそ × 名し及ふ ６
び所自 、 及日住う ６
数動 ・

販 ・
量車
売

契７ 業

約日

北北

所

の

海海

告

相

道道

示 函函道

手 第 館館

旭方 ３

を

土市

号 木美川 現原決

土

所丁し

業４定

木

画６。

企目た

現

総番

た令務

円円円をっ行事

定理を

決

す

た和当

し由昭担

手

名
第の

令織
政組

続年る

海幌契

北札る

）及
号称

区
ャ田額

キ清金

道市約
６
三条

ー２
ラ塚

ピ里
タ

住

１第び

機目
建丁

菱

番

所 条
の

号
６

第
項
１
第

２
の 号

台 道会

１ 海式

付 北株

規

川

、 旭社

土・

現・ 木
須）

台

長２

所付

業

業 務
部号所

務
総

告

課

示

所
第び
在

号
６

第
項
１
第

２
の地 条 式号

株５
売番

販３

規
の

社
会

二
八

靖

台

藤３

。
る
よ

に
定

。
る
よ

に
定

ト

彦雪
除



５６７

般成約名所

契一一平契

約般

平 に在 の競競

成 相争争年関称地

十 手入入北す

三 方札札海る

年 をの道事北北

八 決公旭務海海

北 海

４
落

住氏住札
金

所名所額

幌栄幌

札道札円円円円

道 公 報

２３
成札氏住氏住氏

落平落
者

札
を
７氏

決年の名所名所名

及ソ札株室北

し月名

定
日日びリ幌式蘭海

た５

第

１

成札凍ロ除ロ

の平落

次

に結ー雪ー

と
お

リラリ

り年係防タトタ

月物剤除ッ除

一８る止
車車

競７品散雪ク雪

般
争日等布

号

海
北

旭
道

名所

川 在

土 称地

業
現

木

北北

所 海海

月 定告川を道道

七 し土担旭旭

日

手現す土市

た木当川川
６

所組現山

続業る木永

告織業

火 示の所条

第名企

曜

号及総目

１称画丁

日 び務

田

中械清

市機市

番 住部

社岡

宮会平

区式区

央株
目

１丁

条３

２条

森２

の

ト市会市道
２番

目７

丁

栗江す

所ン中社入い

住

商１自

コ区林町ゞ

・央
西地車

株山会番動

ム円
式
会町

番
５

目
丁

社９

入の車

級 札名

、 に称湿
・・ ４ よ及式

× りび

４ 落数

札量、 級 者、級

４級） を・

） し北タ ４ 定・ ×） 決

ク た海ン

告 道道

示 旭旭

第 川川

４ 土市

号

所条
業６

現山
木永

企
総目

画丁
務

課
務地 所総 番 部

番

号

１２ ） 旭付 。道

号
５

号

木台

土台台１台

川１

現ロロ
トリ

所タ雪タ

業ー除ー
車

須雪ッ雪

除ラ除

長リ

総

台台台

藤１１２

車ク

の概要検検検

２

課
務地

造式定の 型製型定定

式 検検検又代製う型

年有

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

う型式の概要検

１

有請

遊型製型定 表造事

代製

造 は所技技式 者
又業遊

換換

交交交

靖ととと

年

のの

条務た

）））

彦換

技、成

適 技遊で平

の 遊

検又 正 機

定は 化 の機同

型則８申名 等 認の規年

及式第月請称 に 定
会
員
委
安
公
道
海
北

番期 者月 験番効 式業試
平第公

名名号日号間

株

示 成 式

の フ会

日 年 ァ社
イニ８

ーー７成

ヤュ月号平

ボギ日

の 者及検の機機
ーン年

期氏 のび査所のの 番効

行地類分

氏住を在種区

株代三ぱ遊

号間名所名

示知式表重ち技

第公愛
の県会取県ん機

日名社締桑この

古ニ役名遊認

大機及

号平屋ュ市技定

中ギ井字び

成市ー新

検の機機試

年村ン下型

氏月 査所のの験 式業 の

名名号日

を在種区番 者

平

名行地類分

代兵回遊ト株

成 表庫胴技ー式

取県式機フ会

年 締尼遊の２社
ネ８
７

市機定ッ月

役崎技認

町型

本本び日

国東及ト

のび す びに９７者及 関

式す第氏住 る 型関条日

検技項
律 のる１名所 法

大株

和 等上規阪式 昭 定術の

にの定府会
堺社

法 す格よ市ネ 年 関規に

適公ケト 律 るにり旭ッ

則合示丘 第 規

北

第
示
告

道

号

公

安

委

員

３
ら
か
）

日
７

２月

ル８
年二 間九

月烏司谷の

８区悠深式

之等

日町山定

７森部検
関

か丁原に

）三
ら目

す 番 ３

６
第
則

間地規 １ 年番る

定

目検

司丁の

幸３式
６
第
則

規
る
す
関

に

番等

しす北町

い。道 ）１ 昭てる海 号
る公 第丁 和

４ 年旨安

家検員 第５ 国の委 条番

安委 項

公定会 ４号

営定

員俗長 検

委風員 の

則等い

規業潮 を

会

会

告

示

う

号
２
第

条

ロ
号

１
第

条

を

号制）

４規。

第の田

行

）及
６業っ

第び



造事
製う型式の概要

５

技技式

又業遊遊型製型

式業 検の機機試
造 は所
査所のの験

北 海

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

道 公 報

検検検又代製う型式
４

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

第

事
製う型式の概要検

３

式

又業遊遊型製型定

造
の機機試年 造 は所技技

月 査所のの験 式業 検

号

検又代 平定は 成申名表
十請称者 三

の 者及 年のび 八

分名名号

を在種区番 者

行地類

佐回遊カ株

賀胴技ブ式

県式機ト会

小遊の社

及オ

郡機定イ

城技認パ

の

大式

町型ア

津びニ

牛

名所名

番氏住 期 者氏

字

公大株代

名名号日号間

平第 株

示阪式表 成 式

の府会取 ・会

日東社締 年 ヤ社

大パ役 ッ平８

市オ野

タ和月号平阪イ
長ニ口

ー７成

マ日

８中三

ン年田ア

を在種区 期氏

１月１次

間名所名行地類分

氏住

技

第公群株代群ぱ遊

号
示馬式表馬ち

の県会取県ん機

日桐社締桐この

生平役生遊認

広機及

号平市和市技定

沢島沢び

成広中

丁の

８二二式

年町町型

日

を在種区番 者

月丁潤

平

行地類分名名号
株 愛ぱ遊

成 式 知ち技

県ん機ゴ会

年 一このー社

定ト商月

宮遊認ス藤８

ス日

丹機及バ事７

市技
のズ

三式ー

町型タ

陽び

氏住氏

ツ
月名所名 七
日

締

府会取

阪式表

大株代

大藤役

東社

火

市事松

阪商

曜

川
荒元

日

に

川等

砥定

下検

丁夫

３

第
則
規

１る

地す

番関

１

日目
７丁

第
条
６

）

目検

間
年
３２

ら地
か番

定

７目
日

等 ）

のす

ら地地関

か番番に
第
則

間規

年８８る

３の

第
条
６

関

平に

下等

字定１

井検
条

６
第
則
規

地る

番す

６

目

第

製う型式
８

号
２

号
７

番

表 定定は造事

検検又代

技技 者 の申名又業遊遊

概要検検

７

有請称は所

遊型製型定

事
う型式の

１

年 造 所技技式定 業遊

要検検検検又代製
イ
号

申名又 定表 定定は造

概
造式請称は 者 定の 製型

う型式の
６

イ
号
１

年有

定定は造事

検検又代製
者 の申名又業遊遊型 表 定

検検
有請称は所技技

効の 者及検の機機 年
定

種区 期氏 のび査所のの

所名行地類分

氏住を在

技

公愛株代愛ぱ遊

間名

取県ん機

示知式表知ち

日名社締名この

の県会
古銀役古遊認

伊市機及

平屋座屋技定

東藤東び

成市

式業 の機機試

年区区型

種区番 者月 所のの験番
第

地類分名名号日号

在

平 広回遊義株

成 島胴技太式

県式機遊会

年 社 安遊の

芸技認マ８

海及ヤ７

郡機定ツ月号

者及検
町型会

田び商日

月 験のび査 番効 業の 試

所名行

番氏住を 期 者氏

広株代埼

名号日号間名

平第公 株

示島式表玉 成 式

の県会取県 会

日広社締羽 年 社

島マ役生 パ８

ヤ山大

イ月号平市ツ市

区商本沼

オ７成南

ニ日

及検の機機

ア年仁会２

のび査所のの 効式 の 者

分名

氏住を在種区 期氏

回遊シ

間名所名行地類

表賀胴技オ

公大株代佐

府会取県式機ラ

示阪式

－

日東社締小遊のー

の
大パ役城技認

平阪イ郡機定

ニ口津び

成市オ野牛及

長

第
日号

月番
年田ア町型

平
成
年
８

の

８大博大式

日
７

月号

丁定

７一一検

月幸吉幸

に

）目目等

日丁
か

す

ら番番関

３

式

６
第
則

間規

年号号る

定

町検

幸の

南

則
規

る
す

号関

５に

番等

月３就目

８保基丁

６
第

７丁
号

ら２
か番
）４

日目番

字の

８中三大式

間
年

３

目砥定

７丁下検

月１次

川等

日
）

地す

ら地番関

か番１に
６

第
則

間規

年１る

３２

三
〇

条

号
２
第

条

イ
号

１
第

条

号
２

第



検検検検又代平

定定は成 申名 定表

十 請称者 定の

三

の 者及 年有

年

月のび 番効

八

北 海

事

又代製う型式の概要

又業遊遊型製型 表 は造

試
造 称は所技技式 者

名

の験 式業 の 及検の機機

び査所の

道 公 報

定

式の概要検検検検

９

請 定の 遊型製型申 定定

式業 機試者 年有 造 技式
月 の験の 番効

第

事

検検検検又代製う型

名又業遊 定表 定定は造

有請称は所技 者 定の申

の 番効の 者及検の機 年
月のび査所

号

業試
造式

型製型

の概要

氏住 期氏 験 式

月 日号間名所名七
日

示京ル表

平第公東ア代

成

の都ゼ取

日江株締 年

東式役 ８火

７成有社岡

月号平区会

曜 明田 日

年三日

区番 者 氏

月目生

８丁和

地類分名名号

住を在種

所名行

高代三三回遊オ高

砂表重重胴技ツ砂

電取県県式機カ電

器締度志遊のイ器
ン業

産役会摩技認テ産

玉浜及ゴ株

業郡郡機定

会

式井城島びク式

株石

社

会町町型－

社治蚊大式

名

区番氏 期 者

夫野字の

第公大

分名名号日号間

平 遊ラ高

示阪 成 技イ砂

の府 機ジ電

日大 年 のン器

阪 認グ産８
７成中

定ド業月号平市
央

及ラ株

びゴ式日

式２社８南

型ン会年区

氏住を在種 期氏

の月船

回

日号間名所名行地類
重胴

平第公大高代三三

示阪砂表重 成

の府電取県県式

日大器締度志遊 年

阪産役会摩技 ８

玉浜

月号平市業郡郡機

央式井城島

７成中株石

日

南社治蚊大

年区会町町

名号
番 者

月船夫野字

８

名
ツ株
イ式
ン会
ウ社

ブ
ー座

ェ銀

）地
日番

７１

１

か

松屋定

字塩検

間
年
３

ら

広に

原字等

見関
す 番

る 番

検７場

第
条
６
第
則 １規

９

にか目

等）丁

定日二

す３番

関ら

る年

字塩

第
条
６
第
則
規間号

）丁原字

日二松屋

７場

広 か目

見 ら９
３番番
番 年

１ 間号

製型定

型式の概要検検 う

号
２

年 造 技式定 遊型

は造事

検検検検又代製

の申名又業遊 定表 定定

２

年有請称は所技 者 定

号

事

又代製う型式の概要

又業遊遊型製型 表 は造

造 称は所技技式 者
名

定定

式の概要検検検検

式請 定の 遊型製型申 定 遊

造事
製う型

年有 造 技

番 式業 機試

は所技

又業

名号日号

区番 者月 の験
平第

分名
遊ハ株

成 技ナ式

機フ会

年 のダ社

認ダ８

びー日

及ド７

定イ月号

の 番効の 者及検の機
型

を在種 期氏 月のび査所

号間名所名行地類

氏住

胴

平第公東株代群回

日

示京式表馬 成

の都会取県式

日渋社締桐遊 年

谷ダ役生技 ８

ド寳境

月号平区イ市機

二ー田野

７成東

日

の 及検の機機試

年丁町

者 氏 び査所のの験 式業

分名名号

住を在種区番

所名行地類

株代群回遊フ株

式表馬胴技ィ式

会取県式機ー会

社締桐遊のバ社

定キイ

ダ役生技認ーダ
ー

ド寳境及ンド

イ市機

機試者

町型

ー田野びグ

期 者月 の験の 番効 式業
名名号日号間名

区番氏

平第公東

分
遊コア

示京 成 技ンル

の都 機チゼ

日渋 年 の４株

谷 式８ 認

社７成東

定会月号平区
二

及
び日

種

査所の

検の機
型年丁

胴

鳥栃千回

行地類

を在
小四遊

県県県式

取木葉
市

市市道機

子山街技

米

の

田井鷹

和荒

る
す
関

に
等

定
検

の
式

町

三 規一

治丁

８目久六

６
第
則

月
７番目

日３

式

間
年
３
ら地 か番 ）号

定

目検

治丁の

久六

等
６
第
則

規
る
す
関 地に 番

式８目

の月
か

等）号

定日３

検７番

則
規間

る年

す３

関ら

に
６

第

台 番一 地

２
第

条

地
番
１

地目

番丁

号
２

第
条

号
２

第
条

号



毎
週
火
・
金
曜

北

製型定定

の概要検検検

式業試年有 造式定の 型

月 験番効

海 道 公

造事

検検又代製う型式

申名又業遊遊 表 定定は

機 有請称は所技技 者 の

所のの 効の 者及検の機

のび査

第報

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

号

検検又代製 平

定定は造 成申名又 表
十請称は 者 の

三
の 者及検 有

年のび査 効

八

日
発
行 公

名名号日号間

番期 者

平第 新株

示 成 綱式

の 取会

日 年 物社
語平８

和月号平

７成

日

住を在種区 期氏

月
８

年

遊

間名所名行地類分

氏

表馬ち技

公群株代群ぱ

の県会取県ん機

示馬式

生遊認

日桐社締桐この

生平役
中広機及

平市和市技定

沢島沢び

成広

丁の

８二二式

年町町型

日号

在種区番 者

月丁潤

平第

地類分名名号

栃千回遊フ株

成 木葉胴技ァ式

県県式機イ会

年 小四遊のア社

山街技認ーミ８

ホ７

市道機定セズ月号

シ

井鷹びク日

荒市及レ

の型

台式ョ

氏住を 期氏

一のン 番
月間名所名行 七
日

示京式表取

公東株代鳥

日江社締米

の都会取県

東ミ役子 火

成有ホ安和

平区ズ市

曜明藤田

年三町 日８丁寿

月目雄

（
購
読
料

目検

間
年
３

ら
か

）
日

７

定

７目
日

等 ）

のす

ら地地関

か番番に
第
則

間規

年８８る

３の

１等

目定

丁検 地

第
条
６ ６
第
則
規
る
す

地関

番に
第

条

）地
日番地

７１番

か
間
年
３
ら

金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

号
２

イ
号
１

円
）
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